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研究代表者 : 生命兼境科学研究科 准教授 : 古田 裕三

研究担当者 :

京都府立大学 (古田裕三､大越 誠 )

外部分担者 .協力者 (湖上佑樹氏､明石浩和氏､邑 亜矢子氏､竹原 豊氏 ほか)

主な連携機関 (所在市町村､機関 (部署)名)

京都府農林水産部林務課 .モデルフォレス ト推進課､京都府森林技術センター､京都府地球温暖化防

止活動推進センター､京都府産木材認証制度運営協議会､京都府木材組合連合会 など

【研究活動の要約】 

2009月10月に施行された ｢木材利用促進法｣は日本国の森林の健全な育成や地球温暖化防止等の-

助として､木材 (国産材)の需要を拡大するとともに､ ｢低層公共建築物は原則木造化｣することを義

務付けたものであるoこの法律を受けて､京都府も 2010年3月に ｢公共建築物等における京都府産木材

の利用促進に関する基本方針｣を策定し､京都府産木材の公共建築物-の積極的導入および民間需要に

向けて大きく動いているのが現状であるoこのような需要の高まりに対し､品質性能の確かな製品を安

定供給するために､研究代表者らは､昨年までの ACTRにおいて､日本農林規格 (JAS)をもとに京都

府の地域特性を考慮した木材の品質性能表示基準を策定したoまた､ウッドマイレージ制度をさらにプ

ラッシュアップさせたカーボンフットプリント (CFP)制度-の移行に向けて検討を行い､一定の知見

を得たoこれらに関しては､今年度も引き続き調査 .運用を行いつつ､社会実験を行い､必要に応じて

適宜検討 .修正を加える必要があるOそこで本研究では､ 【研究活動の成果】に示す (1)～ (3)の

検討を行ったoそして､ (1)～ (3)で得られた成果を踏まえ､本研究課題である ｢京都における木

材製品の晶質 .轟境性能両面からのブラン ド化｣を行ったn

【研究活動の成果】 

(1)昨年度策定した品質基準の制度化に向けた､検査 .運営体制の検討

検討会等で行政および業界関係者からヒアリングを行い､そのヒアリング結果と JASや他府県の制度

の調査結果とを合わせ､京都において最適な制度運営案をまとめたOその結果､① JAS基準と同等の品

質性能が担保された京都府産木材製品を出荷できる検査体制を構築できたoまた､②林産業界にとって､

無駄な労力やコス ト負担を省いた運営体制を構築することができたo①+②より､品質が担保された京

都府産木材を安定供給できる制度を策定することができた○これらの成果を受け､京都府では公共建築

物の仕様に JASまたは本制度で晶質性能が担保された木材製品を使用する旨を明記する動きとなって

いるo 
(2)CFPの制度化に向けた､京都府産木材製品に対する CFP評価データの蓄積

京都府産木材を使用する府内事業者に対してヒアリングを行い､京都府産木材に対する CfPt評価を行

い､その結果を経産省が実施する CFP試行事業に提出し､CF Pマークを取得することができたoこれら

の成果により､京都府産木材の環境性能を数値化でき､京都府産木材の CO2排出量をさらに削減するた

めの効果的な対策を明らかにすることができたとともに､京都府に対してウッドマイレージ制度の改善

案を提案することができた○ 
(3) ｢晶質 .費境性能両面からのブランド化｣に向けた先進事例調査

京都府産木材の用途拡大のためのひとつに､圧密加工技術があるが､圧密加工技術による環境負荷が

定量化された事例はほとんどないoそこで､先進事例である岐阜県産木材を使用した圧密加工の木材製

品に対する CFP評価を行った結果､圧密加工された木材製晶とされていない木材製晶の環境性能を定量

化することができた○そして､それらを比較することで､圧密加工による環境負荷の数値的根拠を明ら

かにすることができたoこれらの成果より､ ｢晶質 .環境性能両面からのブランド化｣を行 う上で､検



以上 (1)～ (3)の成果より､京都における木材製晶の晶質 ･環境性能両面からのブラン ド化に向

け､大きな成果を得ることができた｡

【研究成果の還元】 

O	 H23/10/26 京都府職員福利厚生センター 関係者等約 50名 ウッドマイルズセミナー2011｢京都

府産木材の品質基準と環境指標の領域拡大の取組｣ 

○	 捌上 佑樹､神代 圭輔､古田裕三 :地産地消型製材製品のプロセスの違いがカーボンフットプリン

トに与える影響 一京都府産認証木材を事例として- :木材学会誌 (2012)(印刷中) 等

【お問い合わせ先】 生命環境科学研究科 生物材料物性学研究室 准教授 :古田 裕三 

Tel: 075-703-5637 E-mail:furuta@kpu.ac.jp
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ウッドマイルズセミナー2011:｢京都府産木材の 京都府内の事業者に対する晶質性能表示制度

品質基準と環境指標の領域拡大の取組｣の様子 の説明会の様子
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